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•  データ量の爆発的増加に対応
するため、やむを得ず。。。	


•  コスト抑制のため、やむを得
ず。。。	




“やむを得ずクラウド” から …	
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 … “攻めのクラウド” へ	
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•  Availability 保証のために、      
やるぞクラウド！	


•  患者の命と健康を守るために、
やるぞクラウド！	


•  医療機関の相互連携のために、
やるぞクラウド！	


•  医師と Health Care Professionals 
の業務効率向上のために、    
やるぞクラウド！	




“やむを得ずクラウド” から “攻めのクラウド” へ	

この変化が及ぼす法的インパクトは？	
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•  クラウドは怖い。個人情報漏
えいで法的責任を問われない
ように、使い方を限定する。	


•  責任が問われにくい範囲を示
す消極的なガイドライン。	


•  使おうと思えば使えたはずのクラウド
を積極的に使わなかった結果生じた不
都合が法的責任の原因となる。	


•  クラウドの積極利用を支援する政策。	




“やむを得ずクラウド” から “攻めのクラウド” へ	

簡単にいうと、こういうことです。	
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•  何かをすると法的責任
を心配しなければなら
なかった時代か
ら。。。	


•  何もしないと法的責任を負
う時代へ！	




“攻めのクラウド” があたりまえになると。。。	
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•  技術的には（あるいは、や
ろうと思えば）、いつでも
必要なときに、患者の主治
医（または、医療チームの
メンバー）が、その患者の
過去の医療情報（どの医師
または医療機関が記録した
かにかかわらず！）にアク
セスできるはず。	


必要ならいつでも	

アクセス	




医師の意識が変わる。	


•  目の前の患者の診療のために、その患者の過去の記録にアク
セスするのは、当然のことと、意識するようになっていく。	


•  自院の記録と他院の記録を区別する意識が希薄化していく。	
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患者の意識は、	

もっと変わる。	


•  主治医が、過去の状態や治療を考慮に入れて診療をしてくれるのが、当
然のことと、意識するようになっていく。	


•  さらには、医療記録は “自分のものだ” という意識が強まっていく。	
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では、法律は、医療情報を誰のものだと考えているのか？	




情報は誰のもの？	

— 日本の法律家の伝統的な考え方 —	
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（伝統的な考え方）	

情報に、 “持ち主” というものは、無い。	
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情報に、 “持ち主” というものは、無い。	

では、特許権とは？著作権とは？	
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•  情報の商業的な利用（製品を作るとか、本を出版すると
か）を独り占めにする（競争相手を排除する）権利。	


•  情報そのものを独り占めにする権利ではない。	




情報に、 “持ち主” というものは、無い。	

では、営業秘密の保護（不正競争防止法）とは？	
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•  ある種の情報の利用によって損害を被る企業を保護す
るために、「その情報を使うな」と他人に求める権利
を、用意した。	




情報に、 “持ち主” というものは、無い。	

では、個人情報保護法とは？	
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•  ある種の情報の利用によって損害を被る人を保護する
ために、「その情報を使うな」と他人に求める権利
を、用意した。	




院内保管ないし院毎保管の時代の感覚は、	

伝統的な法律の考え方と合っていた	
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•  医療情報そのものの持ち主は、意識されにくい。	


•  医療情報を記録した媒体（紙、ディスク等）の持ち主
は、それを保管している医療機関。	


•  他の医療機関からの医療情報へのアクセスは、常に、そ
れを生成し、保管している医療機関の手を介する。	


•  医療情報を生成し、保管している医療機関は、もっぱ
ら、不正なアクセスの防止に努める。	




医療機関やデータセンターが情報を溜め込む。だから、彼らが個人
情報の漏洩や不当な使用をしないように監視する…従来の考え方	


19	


ハブを監視	




クラウド時代の感覚は、	

伝統的な法律の考え方から外れていくと予想	
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• 記録媒体は、クラウド事業者が管理する。し
かし、常識的な医療クラウド事業者ならば、
医療情報が事業者のものだ、と考えることは
ないと予想。	




クラウド時代の感覚は、	

伝統的な法律の考え方から外れていくと予想	
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• 技術的には、いつでも必要な時点で、患者の
主治医（または、医療チームの構成員）が、
その患者の過去の医療情報にアクセスできる
はず、ということになっていくと予想。	




クラウド時代の感覚は、	

伝統的な法律の考え方から外れていくと予想	
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• 一定の認証手続に従って、医療情報を生成し
た医療機関の手を介することなく、現時点に
おける患者の主治医が医療情報にアクセスす
る機会が増加すると予想。	




医師の感覚が変化していくと予想	
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• 医師の側は、他の医師または医療機関が生成
した医療情報については、「患者のために」
アクセスしているという意識が強まると予
想。	




医師の感覚が変化していくと予想	
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• どの医師または医療機関が蓄積した医療情報
であっても、患者に対してよりよい治療をす
るために、アクセスできるべきだ、という意
識が強まると予想。	




患者の感覚が変化していくと予想	
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•  患者の側は、「自分のために」、医師が過去の医療
情報にアクセスしてくれている、という意識が強ま
ると予想。	


•  さらに、過去の医療情報は、今の私に対する治療の
ために利用されて当然、という意識が強まると予
想。	




患者の医療情報は誰のものか？	
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•  医療情報は「患者のもの」？	


•  医師は「患者のために」医療情報を生成して
蓄積？	


•  医療クラウド事業者は、「患者のために」、
「患者のために診療する医師のために」、　
医療情報を保管して、アクセスを管理？	


•  法律は、情報にも「持ち主」を認める方向に
変わっていく？	




クラウド事業者は、より無色透明の存在となっていくと予想。患者情報は、
患者と患者の代弁者である医師/医療チームがコントロールすると予想。	
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Thank you!	


•  本報告は、次の研究資金援助による進行中の研究の中間成果を利用しております。	


•  株式会社 ジェイマックシステムからの奨学寄付金	


•  イーサイトヘルスケア株式会社からの奨学寄付金	


•  JSPS科研費25285032の助成	
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